
d  詞料掛かぶの省力栽将に牒1する試験  

担 当者  ′ト 林 秋 雄  脛  凍 夫  

今 成 竹 正  

目的  

家事用かぶの間引きの時期は、仰の農作業と労力的に焼合し、また、短期間たとの作業を完了  

しないと、以後の生育妊甚大な時事となるので、播稗僚によつで全面散播して、間引を行なわな  

い栽培法の乗用件について検討する。  

方法   

A就掛・、・播種牽別 収澱比較  

播種期 昭和41年8月27日  

例式晶符 ′ト碧井かぶ  

格搾種の調節  

目盛は上の窄とする  

12乗使用  

符子の増長1珊節せ適した乾いた砂4：種子1   

対照区…・両替2n al回まき＝‥1ロス当実和子常1D D g  

試a‥・・・爾筒29a2同まき‥‥2僻  

1阿紳后高角【て再度招秤   

試b・‥・‥両帝2bz15固まき‥‥5倍  

2回掃挿后直角に市野播稗   

郎計験（播樺期別収貴比較）  

A試験と同一条件で播稗  

播種月 日  播稗而華  8月27日  2 D 8   

8月29日   528   

8月51E   ‘ロ a   

1日   7 0 a  9月  
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←う  増丑潤子が播種横を通過す る際の損傷   

特種機（稲子盟目盛の調節）  

＼     0の発芽率  1の発芽寒  2の発芽家   

砂：種子  
4：1の混合物   29％   58％  

オガクズ：種子  
4：1の混合物  

dd％   9‘％   

考 察  

1 砂とかぶの種子を渡合して増産し、これを播種横によ？て格補し、間引きをしなくてもよい   

密度即ち1正当二d～10本の適正播種最を知るために本試験を行なった終果、次の事項か考察  

された。   

2 かぶは同一条件で播麺しても、発芽滝後の強雨や虫害により定着が極めて不安定で、単位面   

挿当りの個体数を格稲景の調節で規正することは容易でなく、作柄も均一でないので密度の高  

いものは11月、12月忙 葉を利用し、粗椎で根部の肥大したものは、冬期に榔を利用又  

三月使用するものは′j＼粒のものの方が腐敗がすくないように観察した。   

5 播種密度の低い区では、収穫時までに個体の減少率が′トで、括拝啓際が高くなる把従って折   

合托より自然淘汰されるものが多い傾向を存した。   

4 播種機の間隙を稽子が通過する時の種子の損傷は（ハ）のとおりセ、予想以上に大きいから、   

播種蚤の決定把はとの介せ考慮し笹けれはならたい。   

5 本試験佐和いてlま、対鱒区が1正当り10本程度定慈し、横部の生育も良好で適当であると   

認められたが、初期の2ケ月毎は個体数があまりにもすくないため、ハローイングし■て脊刈麦  

類の作付を考慮したととが再三に及んだ。  

る 掃樵貴を対照区の借景（B区と同じ）で一般 場に廷242aを4回に分けて播稚期をズラ  

せて括挿したが、定着率の悪かりた 堵の成績が良く、逆陀、正常把定弄したものは密椿すぎ   

て横部の生育が不良であった。特称期別収紫比較については全体が滴期範囲内播種であったた   

め、収塵差忙一定の憬向をつかむことができなかった。   


